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１．路線の位置及び状況（県内の一般国道１６８号）
■一般国道168号は、和歌山県新宮市を起点とし、大阪府枚方市に至る延長約188ｋｍ

（奈良県域約126ｋｍ）の主要幹線道路である。
■五條新宮道路は、紀伊半島アンカールートの一部を形成し、高規格幹線道路の空白地帯で

ある紀伊半島内陸部を縦貫する極めて重要な幹線道路で、奈良県域は全線が第１次緊急輸
送道路に指定されている。

■五條新宮道路は、「奈良県新広域道路交通計画」 （R3.7策定）で、広域道路ネットワークに位置づ

けられ、阪本工区は重要物流道路の事業区間に国土交通省より指定（R4.4）されている。
■住民の生活と安全を守る「いのちの道」として、防災面のみならず、人と物の流れを活発化し、

地域の活性化を図るうえで必要不可欠な道路である。

至和歌山県
新宮市

至大阪府
枚方市

一般国道168号
（第１次緊急輸送道路）

京奈和自動車道

五條IC

一般国道168号
阪本工区



三重県

京都府

大阪府

和歌山県

169

168

309

165

369

166

　　　　　　高規格幹線道路・有料道路

　　　　　　４車線以上

　　　　　　２車線

　　　　　　未改良区間

事業展開
箇所

　　　　　　路線の線的整備箇所

　　　　　　県境

凡例

骨格幹線
道路
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１．路線の位置及び状況（骨格幹線道路ネットワーク）

■一般国道168号阪本工区は、奈良県南部に位置する延長約1.4kmの道路整備事業。
■阪本工区は、五條新宮道路の一部を形成し、奈良県道路整備基本計画（令和元年10月）にお

いて、骨格幹線道路ネットワークにおける路線の線的整備箇所として重点的な整備を推進する
区間となっている。

骨格幹線ネットワーク
（奈良県全域）

一般国道168号
阪本工区
L=1.4km

出典：奈良県道路整備基本計画（令和元年10月改定）



１．路線の位置及び状況（周辺の状況）
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■紀伊半島アンカールートの一部を形成する五條新宮道路は、線形が悪く、幅員狭隘区間が多
数あり、緊急輸送道路ネットワークの機能強化、医療施設へのアクセス向上、地域の活性化、
安定した交通路の確保等を目的に、国土交通省、奈良県で整備を進めている。

紀
伊
半
島
ア
ン
カ
ー
ル
ー
ト

国
道
１
６
８
号（
五
條
新
宮
道
路）

和歌山県

奈良県

新天辻工区（県施工）
延長7.2km(事業中）

阪本工区（県施工）
延長1.4km（事業中）

辻堂BP（県施工）
延長4.1km（開通済）

長殿道路（国施工）
延長2.7km（事業中）

宇宮原BP（県施工）
延長1.8km（開通済）

宇宮原工区（国施工）
延長1.2km（事業中）

川津道路（県施工）
延長2.0km（開通済）

風屋川津工区（国施工）
延長5.7km（事業中）

十津川道路（国施工）
延長6.0km（開通済）

十津川道路（県施工）
延長1.7km（開通済）

(起）和歌山県新宮市

赤字：対象事業
青字：事業中
黒字：開通済

五條新宮道路
延長130km

奈良県内
約90km

和歌山県内
約40km

五條IC (終）奈良県五條市
ご じょ う

しん ぐう

十津川道路Ⅱ期（国施工）
延長5.6km（事業中）

◆広域図 ◆位置図



２．事業の概要
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◆事業の目的

◆事業概要

・緊急輸送道路ネットワークの機能強化

・救急救命活動の支援

・観光産業の支援

・走行性・安全性の向上

路線名 一般国道168号阪本工区

事業区間
奈良県五條市大塔町小代

～奈良県五條市大塔町阪本

事業延長 1.4km

構造規格 第３種第２級

設計速度 60km/h

計画交通量 約3,500台/日

車線数 ２車線

道路幅員 8.5m

事業費 約87.0億円

◆事業区間の道路構造

168

対象事業（バイパス）

一般国道

その他の道路

凡 例

※単位（m）

（ごじょうし おおとうちょう こだい）

（ごじょうし おおとうちょう さかもと）

至
新
宮
市

至
五
條
市

五條市

大塔町小代

一般国道168号阪本工区 L=1.4km

大塔町阪本

（仮称）新阪本橋
L=106m

（仮称）阪本トンネル
L=899m

平成26年 事業化
平成29年 再評価（事業費の増加）
令和元年 再評価（事業費の増加）
令和4年 再評価（事業費の増加）

◆事業の経緯

現況 整備後

【トンネル部】 【橋梁部】

7.0

3.5 3.5

8.5

0.75 0.75 7.0

3.5 3.5

8.5

0.75 0.75
5.4



３．上位関連計画への位置付け
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上位関連計画 事業の位置付け

奈良県道路整備基本計画
（平成２６年７月策定令和元年１０月改定）

「骨格幹線ネットワーク」を構成する路線として、
重点的に整備を推進

五條市都市計画マスタープラン
（令和3年3月改定）

府県界を超えた広域的な交通・物流・交流に資
する広域連携軸に位置付け

奈良県緊急輸送道路ネットワーク計画
（平成９年３月策定（平成２９年６月見直し））

「第1次緊急輸送道路」に位置付け

近畿ブロック新広域道路交通計画（令和３年７
月策定）

広域道路ネットワークに位置づけ

奈良県新広域道路交通計画（令和３年７月策
定）

広域道路ネットワークに位置づけ

重要物流道路制度
（令和４年４月指定）

五條新宮道路が重要物流道路の候補路線に、
阪本工区が事業区間に位置付け



■五條市の人口は、減少傾向（対H27伸び率0.87）であるが、五條市の自動車保有台数は、大き
な変化はなく（対H27伸び率0.97）、需要の見込みや地元情勢の変化等大きな変化はない 。

■国道168号現道の交通量は、増加傾向（対H22伸び率1.21） である。
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４．事業の必要性に関する視点
１）事業を巡る社会経済情勢等の変化

◆国道168号の交通量

出典：全国道路・街路交通情勢調査

交通量調査地点
五條市大塔町阪本

732

53

五條市

168

一般国道168号
阪本工区

53

一般国道168号
新天辻工区

◆五條市の自動車保有台数

◆五條市の人口

出典：国勢調査、R4は奈良県推計人口調査

※二輪車を含まない 出典：奈良県統計年鑑

180 391 

1,632 
1,804 

1,812 
2,195 

1.00

1.21

0.00

0.35

0.70

1.05

1.40

0

1,000

2,000

3,000

4,000

H22 H27
小型(台/12h) 大型(台/12h) 対22伸び率

（台/12h） (対H22伸び率)

27.3 26.5

1.00 0.97

1.00 1.00

0.00

0.40

0.80

1.20

0

20

40

60

H27 R2
五條市 五條市伸び率 奈良県伸び率

（千台） (対H27伸び率)

減少

微減



４．事業の必要性に関する視点
２）事業の整備効果【緊急輸送道路ネットワークの機能強化】

■第１次緊急輸送道路に指定されており、災害時に緊急車両の通行を確保すべき重要な路線で
ある。

■阪本工区の整備により、輸送拠点である五條ICと、災害管理対策拠点である五條市大塔支所、
野迫川村役場、十津川村役場との連携の強化を図る。

■阪本工区の現道区間では、平成24年から令和3年の過去10年間において44回の災害・雨
量規制による通行止めが発生し、通行止め時は国道169号へ大きく迂回する必要が生じる。

8出典：奈良県緊急輸送道路ネットワーク図
（H30.4.1）

◆奈良県緊急輸送道路ネットワーク

阪本工区を代替する

緊急輸送道路がないため、
途絶時には大きく迂回する
ことを強いられる。

凡例
通常時ルート
迂回ルート
第1次緊急輸送道路
第2次緊急輸送道路

◆国道168号現道の災害・雨量規制に
よる全面通行止め

発生年度 回数 日数
規制時間
(時間：分)

H24 5 10 71:15

H25 6 9 72:00

H26 2 4 47:35

H27 1 3 39:00

H28 6 17 237:15

H29 3 5 54:10

H30 6 10 78:20

R1 5 7 64:30

R2 6 10 130:35

R3 4 4 37:55

合計 44 79 832:35十津川村役場

野迫川村役場

五條IC

五條市大塔支所

高野町

阪本工区
延長1.4km



五條市

４．事業の必要性に関する視点
２）事業の整備効果【救急救命活動の支援】

■国道１６８号阪本工区の現道を利用した搬送は、令和3年では60件である。
■十津川村の人工透析患者や周産期妊婦は村外の病院に通院（うち人工透析患者5名、周産期妊婦4名が

阪本工区北側に通院）している。（令和4年7月、現在）
■本工区の整備により、安定した医療サービスの提供に寄与するものと期待される。

◆十津川村から五條方面への医療ニーズ

十津川村

奈良県

十津川村役場

五條消防署
大塔分署

橋本市民病院

大阪府

和歌山県

南奈良総合医療
センター（大淀町）

311

309

425

【国道168号を通行し搬送した医療機関（令和3年）】

至 御所市・葛城市・橿原市

至 新宮市

【十津川村の人工透析患者の通院先
（12名・令和4年7月1日現在） 2名は近畿圏外】

【十津川村の妊婦の健診受診場所
（6名・令和4年7月1日現在） 1名は近畿圏外】

至 田辺市

一般国道168号
阪本工区

168

169

169

迂回ルート

通常ルート

通院先 人数

五條市の病院 2

葛城市の病院 1

奈良市の病院 1

天理市の病院 1

新宮市の病院 5

通院先 人数

橿原市の病院 3

橋本市の病院 1

田辺市の病院 1

出典：十津川村資料

： 阪本工区北側へ通院

出典：五條消防署ヒアリング結果（R4.7）

○阪本工区の現道は、狭隘で急カーブが連続
しているため、緊急走行時の急ブレーキ、急
ハンドルは厳禁な状況にあります。

○阪本工区完成に伴い、救急出動時の安静
搬送、傷病者の負担軽減、病態の悪化防止
に繋がると考えます。
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出典：五條消防署ヒアリング結果（R4.7）

： 阪本工区北側へ搬送

◆五條消防署の声

【十津川村から南奈良総合医療
センターへの所要時間】

十
津
川
村

南
奈
良
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー

整備無 103分

整備有 99分

迂回ルート 214分

阪本工区の整備により4分短縮
迂回ルートに対して115分短縮

医療機関名 搬送件数

南奈良総合医療センター（大淀町） 56件

橋本市民病院（橋本市） 4件

その他（十津川村、新宮市等へ搬送） 41件

合 計 101件

※一般的に週3回程度の透析（通院）が必要とされている。



瀞峡
果無集落

十津川
温泉

湯泉地温泉

歴史民俗資料館

21世紀の森

笹の滝

野猿

谷瀬のつり橋

五條市

十津川村

奈良県

和歌山県

五條IC

野迫川村

309

425
169

311

168

天川村

黒滝村

至 新宮市

川上村

上北山村

下北山村

一般国道168号
阪本工区

169

371

４．事業の必要性に関する視点
２）事業の整備効果【観光産業の支援】

◆十津川エリアの観光地と周遊ルート

■一般国道168号阪本工区は、十津川村への観光における主要なアクセスルートである。
■平成23年9月の紀伊半島大水害では、国道168号に長期間にわたる通行規制が生じたため、

観光集客が大幅に減少している。
■本工区の整備により、十津川エリアへのアクセスが向上し、地域の観光活性化が期待される。
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十津川村への観光客の
アクセスルートの

ほとんどが国道168号

泉南市・関西
国際空港方面

田辺市方面

◆十津川村役場の声

出典：十津川村役場ヒアリング結果（R4.7）

◆十津川村の観光入込客数

○十津川村では「空中の村」が令和2年4月にオープンし、瀞峡（どろ
きょう）でのカヌーのレンタルや川舟観光かわせみの運航などによ
り、来客の増加が見込まれます。また、国の交付金を活用した周遊
観光バスの運行をはじめるなど観光活性化を図っています。

○阪本工区が整備されれば、安全・円滑な走行できることに加え、冬
季における積雪の課題が大きく改善されることから、観光入込客数
の増加が期待できます。

【十津川村の観光入込客数の推移】 【十津川村の外国人宿泊客数の推移】

出典：十津川村役場ヒアリング結果（R4.7）

コロナ禍以前は大きな伸び
H28→R1（3.1倍）

（人）（千人）

平成23年9月の紀伊半島大水害により
減少したものの、その後はコロナ禍前は
回復にあった。


